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  平成 29年７月 30日（日）新潟県消防大会操法競技会が三条防災ステーション駐車場で開催され、胎 

 内市代表（三市北蒲原地区支会代表）で出場した第 18分団第３部（持倉）が見事３位入賞を果 

たしました。 

平成 29年１月から９月末までの火災出動件数２件（昨年５件） 
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写真変更 県大会入賞写真 

け

 

 

 

 

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
消
防
団
活
動
に
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
の
一
月
か
ら
九
月
末
日
ま
で
の
当
市
に
お
け
る
火
災
発
生

件
数
は
二
件
で
あ
り
、
昨
年
と
比
較
し
ま
す
と
三
件
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
糸
魚
川
の
大
火
を
受
け
、
火
災
に
対
す

る
注
意
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
や
火
災
予
防
の
強
化
が
挙
げ
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が

増
え
ま
す
が
、
こ
の
意
識
の
高
ま
り
の
継
続
を
切
望
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
過
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
県
大
会
で
は
持
倉
の
部
が
三
位

に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
時
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で

し
た
が
、
当
大
会
を
通
じ
て
も
う
ひ
と
つ
の
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
大
会
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
団
員
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て

い
く
姿
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
選
手
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
サ
ポ
ー
ト
役
の
団
員
は
自
分
の
持
ち
場
で
そ
の
役
割

を
し
っ
か
り
と
果
た
し
、
そ
こ
か
ら
選
手
と
の
信
頼
が
生
ま
れ
、
や

が
て
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
「
団
結
力
」
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
人
と

人
の
結
び
つ
き
は
、
地
域
の
防
災
力
を
も
高
め
る
要
素
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
思
っ
た
次
第
で
す
。
ま
さ
に
早
朝
練
習
か
ら
得
た
副
産
物

で
あ
り
ま
し
た
。 

 

一
方
、
消
防
団
を
取
り
ま
く
環
境
は
団
員
数
の
減
少
等
に
伴
い
一

部
組
織
の
再
編
成
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
従
来
の
消
防
力
を
維
持

す
る
た
め
の
再
編
成
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
に
は
、
操
法
大
会
を
通
じ
て
築
き
上
げ
た
団
員

間
の
つ
な
が
り
「
団
結
力
」
の
向
上
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
羽
越
水
害
か
ら
五
十
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
私

た
ち
団
員
は
あ
の
水
害
を
経
験
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
輩

方
の
話
を
脳
裏
に
刻
み
、
伝
承
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
水
防
訓
練
な
ど
各
種
訓
練
や
火
災
予
防
等
に
努
め
、
市

民
の
皆
様
の
安
全
と
安
心
に
寄
与
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

起
承
転
結 

   

組
織
の
再
編
成
を
含
め
る 

胎内市消防団広報誌 

～ 編集 H ～

集 HH へ編

集 

今回は、住宅用火災警報器の日ごろのチェックやお手入れとミサイルについて学びましょう！ 

 

 

新潟県消防大会表彰式では、

新潟県知事表彰と新潟県消防協

会表彰の授与が行われ、受賞者

3,621 名を代表し、胎内市消防

団阿部良和副団長が代表者謝辞

を行いました。 

胎
内
市
消
防
団
長 

河
内 

修
一 

 

 

 

これから寒い冬がやってきます。

ストーブの上で洗濯物を乾かすのは

大変危険です！ 

火災原因の大きな要因です。 

絶対おやめください。 

ミサイルの発射が頻発しています。日本に飛来する可能性がある

場合、Ｊアラートを使用し、市民の皆さまに戸別受信機から緊急情

報をお知らせします。メッセージが流れたら、以下の行動をとって

ください。 

【屋外】①できるだけ頑丈な建物や地下に避難する。 

②近くに適当な建物がない場合は、物陰に身を隠すか地面 

に伏せ頭部を守る。 

【屋内】①できるだけ窓から離れ、できれば窓のない 

部屋に移動する。 

詳細については、国民保護ポータルサイト 

URL http://www.kokuminhogo.go.jo/をご覧ください。 

 

ミサイルについて 

 
防災みんなで学ぼうコーナー 

http://www.kokuminhogo.go.jo/


消防団の活動報告（４月～９月） 

 

 

 

 

６月４日（日）胎内市ポンプ操法操法競技会 

【会場：ぷれすぽ胎内駐車場】 

３８チームが参加 優勝 １８－３（持倉） 

 

７月２日（日）三市北蒲原地区支会ポンプ操法競技会 

【会場：阿賀野市】 

小型ポンプ４チーム、ポンプ車４チーム参加 

⑪小型ポンプの部 優勝 １８－３（持倉） 

⑫ポンプ車の部 第３位 １２－１（自動車分団） 

 

７月 30 日（日）⑬新潟県消防大会 

【会場：三条市】 

小型ポンプの部 18 チーム、ポンプ車の部９チーム参加 

・小型ポンプの部 第３位 １８－３（持倉） 

 

 

 

 

 

 

９月１日（金）胎内市総合防災訓練 

【会場：レクホール及び駐車場】 

⑭消防団員による土のう訓練 

⑮女性消防団員による救急法（ＡＥＤ）講習会 

上記のほか、大雨を想定した避難訓練、降雨体験、 

土石流模型実験展示、炊き出し訓練、防災資器材等 

の展示が行われました。 

４月 30 日（日） 

④ポンプ操法講習会【市役所職員駐車場（ふたば保育園裏）】 

⑤新入団員規律訓練【市役所現業棟前駐車場】 

⑥幹部員規律訓練【市役所職員駐車場（ふたば保育園裏）】 

 

市役所で行われたポンプ操法事前講習会では、胎内消防 

署員に約半日、小型ポンプ操法について指導をしていた 

だきました。 

 新入団員規律訓練では、基本動作について、河内団長 

高橋訓練部長から指導を受けました。 

幹部員は引き続き、午後から規律訓練を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防団員募集中！！ 
 当市では消防団員を随時募集しています。居住地または勤務地が胎内市で、 

18歳以上であればどなたでも入団できます。（男女問いません） 

入団を希望される方は胎内市役所総務課交通防災係まで。 

【☎４３－６１１１ 内線１３１１】  

５月３日（水） 

⑦本町わんぱく広場【会場：本町通り】 

 

本町通りで行われた本町わんぱく広場では、当消防 

団の今年度重点事業であります「予防活動」を実施し 

女性団員が風船、火災予防チラシを配布しました。 

～～～毎年、５月３日に開催しています！！～～～ 

○体験・展示コーナー 

警察署：車両展示、警察犬訓練、大声発声コンテスト 

消防署：車両展示、放水体験【⑧】、水消火器訓練 

自衛隊：車両展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 27 日（土）⑨荒川総合水防演習 

【会場：荒川右岸荒川橋下流河川敷】 

 

羽越水害 50 年記念事業の一環として、国・県等主 

催による大規模な水防演習が、荒川右岸荒川橋下流河 

川敷で実施されました。        

胎内市消防団員 120 名が参加し、月の輪工【⑩】、 

木流し工、立籠工、鋼製シート張り工、積み土のう工、 

改良積み土のう工と６種類の水防工法を実演しました。 

当日はあいにくの天候でしたが、約 2,000 人が参加しました。 

 

 

 

 

９月３日（日）⑯鶴岡市消防団との意見交換会 

【会場：市役所】 

 

            鶴岡市消防団畠山団長以下 22 名が当市を訪れ、意見交 

換会を行いました。当市からは河内団長以下４名が参加し 

両団の取り組みについての概要説明後、機能別消防団の活 

動等について話し合いました。このたびの交流を通じて、 

お互い顔の見える関係を構築することができました。 

             

 

 

 

 

 

 

 

市消防団員による秋季総合演習を実施します。演習では、消防団員の規律訓練や分列行 

進、消防団員・企業消防隊員・消防署員による合同放水訓練を行いますので、団員らの勇 

姿をご覧ください。 

また、中条中学校吹奏楽部の皆さんによる生演奏も行いますので、ぜひお越しください。 

○と き 10月 15日（日）午前 10時から正午まで 

○ところ 総合グラウンド陸上競技場 
 

今年度より消防団に入団しまし

た。 

様々な活動を通じて、地域の皆様

の生活を支えていきたいと思いま

す。 

 

⑮ 

４月２日（日）【会場：市役所】 

①辞令交付  

②新入団員講習会 

③幹部員会議 

    

 

 

 

 

 

⑨ 

 

 

① ② 

⑬ 
 

代表チームのサポート

役として、朝練及び大会

等様々な場面でホース巻

等補助していただいた団

員の皆さまお疲れ様でし

た。 

 

 

③ 

 

④ 

⑦ 

  

 胎内市消防団 

（左から２番目河内団長）  鶴岡市消防団 

＜＜消防団秋季総合演習のご案内＞＞ 

⑧ 

 

 

⑩ 

 

 

 

【第 14 分団第３部（塩沢） 鈴木団員】 

今年度より消防団に入団しました。様々な活動を通じ

て、地域の皆様の生活を支えて行きたいと思います。 

⑤ 

⑥ 

 

来年の県大会は胎内市総合体育館（ぷれすぽ胎内）駐車場で開催する予定です！ 

 

⑪ ⑫ 

⑯ 

⑭ 

新入団員の紹介 
 

 

 


